
白熱した中学生 対 高校生の綱引き

舟入川に沿って約8kmをウオーキング
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全
国
の
観
光
鍾
乳
洞
が

 

香
美
市
で
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

　
『
第
二
十
回
日
本
鍾
乳
洞
サ

ミ
ッ
ト
in
香
美
』
が
十
月
四
日
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
日
本
鍾
乳

洞
協
会
と
開
催
地
が
主
催
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
、

全
国
八
カ
所
の
鍾
乳

洞
か
ら
関
係
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
『
外

国
人
観
光
客
の
受
け

入
れ
対
策
』
を
テ
ー

マ
に
、
各
地
の
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
の
報

告
や
、
観
光
客
誘
致

に
向
け
た
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
龍
河

洞
保
存
会
の
岡
本
和

夫
会
長
か
ら
「
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
魅
力
あ
る
鍾
乳

洞
観
光
地
づ
く
り
と
、

時
代
の
変
革
に
対
応
す
る
組
織

づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
」
と

提
案
さ
れ
た
共
同
宣
言
を
全
員

で
採
択
し
、
観
光
鍾
乳
洞
と
関

係
市
町
村
の
連
携
強
化
と
発
展

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

九
月
二
十
二
日
、
大
栃
小
と

大
栃
中
の
合
同
運
動
会
が
大
栃

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
中
合
同
開
催
が
四
回
目
と

な
っ
た
今
年
は
、
午
後
の
部
か

ら
大
栃
高
校
も
初
め
て
参
加
し
、

小
中
高
が
一
つ
の
運
動
会
で
競

技
し
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
運
動
会

実
行
委
員
の
中
学
生
が
、

「
大
栃
の
小
中
高
が
一
つ

に
な
っ
て
楽
し
い
運
動
会

が
で
き
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
そ
の
後
、
全
員

で
エ
ー
ル
を
斉
唱
し
、
全

力
を
出
し
き
っ
た
互
い
の

健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

大
栃
の
小
中
高
が

一
つ
に
な
っ
た
運
動
会

　
今
年
で
五
回
目
と
な
っ
た
舟

入
川
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
九
月
二

十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
三
百
五

十
年
前
に
野
中
兼
山
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
山
田
堰
や
舟
入
川

沿
い
を
歩
き
、
舟
入
川
が
果
た

し
て
き
た
「
人
々
の
交
流
」
「
農

業
用
水
」
と
し
て
の
重
要
な
役

割
に
つ
い
て
学
び
、
水
を
育
む

山
と
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
考

え
て
も
ら
お
う
と
、
山
田
堰
井

筋
土
地
改
良
区
が
中
心
と
な

っ
た
実
行
委
員
会
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。

 

参
加
者
は
、
旧
山
田
堰
跡

を
出
発
し
、
途
中
、
山
田
堰

や
舟
入
川
の
建
設
に
尽
力
し

た
野
中
兼
山
に
ま
つ
わ
る
史

跡
を
訪
れ
、
歴
史
講
座
を
聴

講
し
な
が
ら
、
南
国
市
駅
前

緑
地
公
園
ま
で
約
八
㌔
を
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
生
四
十
人
が
、
「
材

木
を
い
か
だ
に
組
ん
で
運
ん

だ
」
と
い
う
昔
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
ち
な
み
、
コ
ー
ス
途
中

か
ら
約
二
㌔
の
い
か
だ
下
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

初
秋
の
舟
入
川
沿
い
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

蜷
全
国
８
カ
所
の
鍾
乳
洞
が
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加



ドライバーに缶コーヒーをサービス

平成１９年１１月号（ 11 ） 広　報　か　み

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
九
月
二
十
六
日
、
香
美

警
察
署
前
で
、
『
交
通
安
全
コ

ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
』
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
過
労
や
居

眠
り
運
転
の
防
止
を
目
的
に
、

香
美
市
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業
部

（
澤
谷
喜
久
男
部
長
）
が
主
催

し
、
今
年
で
三
十

七
回
目
と
な
り
ま

す
。
当
日
は
、
商

工
会
会
員
の
ほ
か
、

交
通
安
全
関
係
団

体
な
ど
が
参
加
し
、

「
安
全
運
転
で
、

お
気
を
つ
け
て
！
」

と
明
る
い
声
と
笑

顔
を
添
え
て
コ
ー

ヒ
ー
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
手
渡
し
て
い
ま

し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
で

居
眠
り
運
転
防
止
を
Ｐ
Ｒ

新
校
舎
建
設
で

 

働
く
人
へ
感
謝
の
授
業

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
大
宮
小
学
校
―

　
十
月
五
日
、
大
宮
小

三
年
生
の
参
観
授
業
で

『
心
の
せ
ん
せ
い
』
に

よ
る
道
徳
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
授
業
は
、
働
く
こ
と

の
大
切
さ
や
働
く
人
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
、
同

校
の
校
舎
建
築
二
期
工

事
に
携
わ
る
方
々
が
『
心

の
せ
ん
せ
い
』
と
し
て
授

業
に
招
か
れ
ま
し
た
。

　
設
計
業
者
の
細
木
さ
ん

と
平
野
さ
ん
、
建
設
業
者

の
仙
波
さ
ん
な
ど
か
ら
話

を
聞
い
た
児
童
は
、
莫
大

な
建
築
費
用
や
設
計
図
の

細
か
さ
、
建
設
に
関
わ
る

人
の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　
児
童
は
授
業
後
の
感
想

で
、
汗
を
流
し
て
働
く
多

く
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
、
参
観
し
た
保
護
者

の
前
で
発
表
し
て
い
ま
し

た
。

　
九
月
二
十
五
日
、
楠
目
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
高
知
県
消
防
防

災
航
空
隊
と
香
美
市
消
防
署
が

合
同
で
救
急
連
携
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
楠
目
小
児
童
と
周
辺
住
民
ら

が
見
学
す
る
中
で
訓
練
は
行
わ

れ
、
高
知
県
消
防
防
災
ヘ
リ

『
り
ょ
う
ま
』
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
飛
来
す
る
と
、

児
童
ら
は
そ
の
迫

力
に
「
す
ご
い
！

す
ご
い
！
」
と
興

奮
気
味
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の

後
、着
陸
し
た『
り
ょ

う
ま
』
を
間
近
で

見
た
児
童
ら
は
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を

興
味
津
々
で
の
ぞ

き
こ
ん
で
い
ま
し

た
。

救
命
訓
練
で
楠
目
小
に

『
り
ょ
う
ま
』
が
飛
来

１
０
０
歳

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
度
、
香
美
市
で
は

十
人
の
方
が
百
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
九
月
二
十

日
に
は
、
門
　
市
長
が
百

歳
に
な
ら
れ
た
方
の
自
宅

な
ど
を
表
敬
訪
問
し
、
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

※
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

 

〔
物
部
町
〕

 

近
藤
榮
子
（
山
崎
）

〔
香
北
町
〕

森
本
豊
重
（
猪
野
々
）

平
山
春
生
（
永
野
）

岩
崎
信
枝
（
永
野
）

前
田
幸
絹
（
永
野
）

〔
土
佐
山
田
町
〕

天
野
政
子
（
北
滝
本
）

岡
林
玉
尾
（
新
改
）

門
田
恒
美
（
楠
目
）

上
田
鶴
子
（
西
本
町
）

西
村
信
雄
（
山
田
）

蜷
賞
状
を
手
に
喜
ぶ

　
天
野
政
子
さ
ん（
写
真
左
）

蜷
新
校
舎
建
設
の
話
を
聞
く
児
童

蜻
防
災
ヘ
リ
を
見
学
す
る
児
童


